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この度、中央家畜保健衛生所の所長に着任いたしました芦澤です。
どうぞよろしくお願いいたします。皆様には平素から家畜保健衛生所
業務の推進に御理解、御協力をいただき心より御礼申し上げます。
さて、平成30年9月に岐阜県で発生したCSF(豚熱)は、10府県58事
例の発生があり、野生イノシシの感染は12県で確認されています。
このような状況のもと、本県におきましても、今年2月17日から飼養豚
へのCSFワクチン接種を開始し、3月末までに県の北部地域を中心に
141農場、132,212頭の接種が完了したところです。6月までの全戸接
種完了に向けて実施して参りますので、皆様の御協力をいただけます
ようお願いします。
また、近隣国においてASF(アフリカ豚熱)が猛威を振るっており、我
が国への侵入が大変危惧される状況となっていることから、3月の家
畜伝染病予防法の改正により飼養衛生管理基準が強化され、野生
動物の侵入防止、エコフィードの加熱などが義務化されることとなりま
した。伝染病の発生防止のため飼養衛生管理基準の徹底について
より一層の御配慮をお願いします。10年前の4/20、宮崎県で口蹄疫
が発生し、29万頭もの家畜の尊い命が失われました。今回のCSF
でも16万頭もの尊い命が犠牲になっています。このような惨事を二度
と招かないよう、皆様の御理解をいただけますよう重ねてお願いします。
鶏では、昨年度、国内では高病原性鳥インフルエンザ(HPAI)の発生
はありませんでしたが、近隣国では未だに発生があり、引き続き警戒
が必要です。
牛では、豚熱への対応のため、ヨーネ病検査を1年延期させていただ
くことにしました。BVDやEBL対策については引き続き取り組んで参り
ます。
これからも、当地域の畜産を家畜衛生の分野から精一杯支えて参る
所存ですので、よろしくお願いいたします。
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お問い合わせ・ご連絡は、千葉県中央家畜保健衛生所まで
TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)    FAX. 043-286-0090

定期報告書の提出をお願いします！

提出期限は４月１５日となっております

未提出の方は、お手数ですが必要事項を記入のうえ、中央家畜保
健衛生所まで提出してくださるよう、よろしくお願いします。
報告書を紛失された場合や、ご不明な点がある場合は当所にご連
絡ください。

５年ごとに実施していた馬伝染性貧血の定期検査は、全国
的な清浄化の進展により実施しなくなりましたが、自主検査に
ついては今後も実施します。

※今後も自主検査は実施します。

・輸入馬を対象とした自主検査
→着地検査期間中に実施
・競走用馬を対象とした自主検査

馬伝染性貧血の検査について


